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研究室紹介
東京工科大学応用生物学部 
化粧品材料化学研究室

柴 田 雅 史

1.　 東京工科大学応用生物学部先端化粧品コースについて

東京工科大学は 1986年に開設された比較的新しい私
立大学である。応用生物学部，コンピューターサイエン
ス学部，メディア学部，デザイン学部，医療保健学部の
5学部で構成されていて，キャンパスは東京都八王子市
と大田区蒲田の 2カ所にある。本学は「生活の質の向上
と文化の発展に貢献する人材を育成する」ことを教育の
基本理念としており，その実現のために，「実社会に役
立つ専門の学理と技術の教育」「先端研究開発を介した
教育とその研究成果の社会還元」「理想的な教育と研究
を行うための理想的な環境整備」の 3点に注力してい
る。
応用生物学部は，生物のもつ機能を探求し，これを人
や社会にとって有益な工学的技術へと応用することをそ
のミッションとしている。応用生物学部は応用生物学科
のみで構成されているが，教育・研究を実施するにあ
たってコース制をとっている。本学部の対象とする教
育・研究の主たる応用分野を，医薬，生命科学・環境，
食品，化粧品の 4分野とし，それぞれをコースに教員お
よび 3年次からの学生が配属されている。学科制との大
きな違いは，コース制では各コースの定員を特に定め
ず，コース配属時には基本的に希望のコースに全員を配
属させる点にある。
先端化粧品コースは，化粧品に関する学術的な教育と
研究を行う目的で，2007年に設置された。本学の化粧
品コースは，皮膚や毛髪の仕組みとその薬効成分に関す

る学問（生物・薬学分野）と化粧品の製造・設計に関す
る学問（化学・工学分野）の両分野を，体系だって学べ
ることを最大の特徴としている。化粧品コースは 7人の
専任教員が担当しており，例年，70～80名の学生が志
望している。

2.　化粧品材料化学研究室の研究活動

筆者の所属する化粧品材料化学研究室は，2008年開
設で，化粧品用途に特化した材料開発研究を行ってい
る。高機能でありながら，敏感肌や加齢によりバリア能
の低下した肌でも使用できるような安全・安心な材料を
生み出すことを研究室のミッションとしている。研究対
象は，色材，界面活性剤，増粘・ゲル化剤，紫外線防御
剤などで，天然物などの身近な既存物質をナノ技術や界
面制御技術と組み合わせることで，化粧品材料として実
用化できるレベルまで性能や安定性を引き上げることを
目標としている。
実験は，毎年十数名配属される学部学生と 5, 6名の修
士課程学生が中心となって行っている。さらに，韓国，
中国，台湾，タイなどからの留学生も，日本人学生と
チームを組んで研究に取り組んでいる。以下に研究テー
マのいくつかを紹介する。

2–1.　 有機無機複合化による天然色素の安定化・高機能化
新しい化粧品用合成色素の開発は事実上不可能な現状
を踏まえ，天然色素の工業的な実用性を向上させる研究
を行っている。無機多孔質体の細孔内や層状化合物の層
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Fig. 1.　有機無機複合化による天然色素安定化のイメージ図．
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